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毎
年
寒
い
季
節
に
な
る
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
性

胃
腸
炎
が
流
行
し
ま
す
。
乳
幼
児
が
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
と
脱
水
の
治

療
の
た
め
点
滴
や
入
院
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
秋
、
待
望
の
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
可
能
に
な
り
ま

す
の
で
、
今
回
は
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
ワ
ク
チ
ン
の
特
集
に
し
ま
し
た
。 

 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
症

感
染
症

感
染
症
のののの
特
徴
特
徴
特
徴
特
徴    

 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
便
に
排
出
さ
れ
、
経

口
的
に
感
染
し
ま
す
が
ウ
イ
ル
ス
は
軽
い

の
で
空
気
感
染
も
し
ま
す
。
潜
伏
期
は

１
〜
２
日
と
短
く
、
腸
管
で
ウ
イ
ル
ス
が

急
速
に
増
え
水
様
性
の
下
痢
を
引
き
お
こ

し
ま
す
。
軽
い
下
痢
の
場
合
も
多
い
の
で

す
が
、
乳
児
の
場
合
、
下
痢
の
回
数
が
多

く
水
分
の
補
給
が
間
に
合
わ
な
い
た
め
脱

水
を
起
こ
し
や
す
い
よ
う
で
す
。
白
っ
ぽ

い
「
米
の
と
ぎ
汁
」
の
よ
う
な
下
痢
が
頻

回
に
で
る
の
が
特
徴
で
す
。
重
症
下
痢
の

４０
％
が
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
だ
と

報
告
さ
れ
て
合
併
症
と
し
て
は
、
け
い
れ

ん
、
脳
炎
・
脳
症
が
一
番
多
く
重
要
で

す
。 
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小
児
科
医
は
特
徴
的
な
便
を
見
た
だ
け

で
診
断
で
き
ま
す
の
で
、
流
行
期
に
は
必

ず
し
も
検
査
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
便

を
用
い
た
迅
速
検
査
で
１０
〜
１５
分
く
ら
い

で
結
果
が
わ
か
り
ま
す
が
、
検
査
す
る
か

し
な
い
か
は
医
師
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。 

 

家
庭
家
庭
家
庭
家
庭
で
の
で
の
で
の
で
の
対
処
対
処
対
処
対
処
のののの
仕
方
仕
方
仕
方
仕
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ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
た
時

は
、
脱
水
の
予
防
が
最
も
重
要
で
、
失
わ

れ
た
水
分
と
塩
分
と
糖
分
を
補
充
し
ま

す
。
最
も
お
勧
め
な
の
は
、
Ｏ
Ｒ
Ｓ
（
経

口
補
水
液
）
で
、
消
化
管
で
吸
収
し
や
す

い
濃
度
に
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
販
品

で
は
ア
ク
ア
ラ
イ
ト
Ｏ
Ｒ
Ｓ
（
顆
粒
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ゼ
リ
ー
）
が
あ
り
ま

す
。
塩
気
を
強
く
感
じ
ま
す
が
、
嘔
吐
や

下
痢
を
起
こ
し
て
い
る
場
合
は
塩
気
を
感

じ
に
く
く
飲
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
目
安

は
最
初
の
４
時
間
で
約
５００

CC
を
哺
乳
瓶
や

コ
ッ
プ
で
与
え
ま
す
。

１０
分
ご
と
に
20

CC
を
与
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
吐
く
と
き
は

５
CC
か
ら
始
め
徐
々
に
増
や
し
て
行
き
ま

す
。
そ
の
後
、
母
乳
や
ミ
ル
ク
（
薄
め
な

い
で
Ｏ
Ｋ
）
、
食
事
を
与
え
ま
す
。
５
CC

づ
つ
飲
ま
せ
て
も
６
回
続
け
て
吐
く
場
合

は
受
診
が
必
要
で
す
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水
分
が
と
れ
な
い
場
合
、
頻
回
で
多
量

の
下
痢
が
続
く
場
合
、
目
が
く
ぼ
ん
で
き

た
場
合
、
唇
や
舌
や
口
の
中
の
粘
膜
が
渇

い
て
い
る
場
合
、
ウ
ト
ウ
ト
し
た
り
、
け

い
れ
ん
を
伴
う
場
合
は
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。 
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２
０
１
１
年
現
在
、
世
界
１
２
０
カ
国

で
承
認
発
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
生
後

２
ヶ
月
か
ら
投
与
を
開
始
、
最
低
４
週
間

間
隔
で
合
計
２
回
、
生
後
６
ヶ
月
に
な
る

前
ま
で
に
投
与
を
完
了
し
ま
す
。
予
防
効

果
は
高
く
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
嘔
吐

下
痢
症
を
防
い
だ
り
症
状
を
軽
く
し
、
点

滴
や
入
院
が
必
要
な
重
症
例
を
約
９０
％
防

ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
副
作
用
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
に
開
発
さ
れ
た
ワ

ク
チ
ン
は
有
効
性
は
高
か
っ
た
も
の
の
腸

重
積
症
の
頻
度
が
高
か
っ
た
た
め
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
は
生
後

６
ヶ
月
ま
で
に
投
与
す
れ
ば
大
丈
夫
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 
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ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
我
が
国
で

の
発
売
は
１１
月
頃
に
な
り
そ
う
で
す
。
希

望
者
の
方
に
有
料
で
接
種
し
ま
す
。
生
ワ

ク
チ
ン
で
あ
り
１
ヶ
月
間
を
空
け
な
い
と

他
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
な
い
こ
と
に

加
え
、
生
後
２
ヶ
月
か
ら
２
回
接
種
し
ま

す
の
で
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
や
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
、
Ｄ
Ｐ
Ｔ
と
の
同
時
接
種
を
す
る

こ
と
が
前
提
に
な
り
ま
す
。
接
種
料
金
な

ど
詳
細
は
、

１１

月
頃

に
受
付
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。 

    



発行人    かねはら小児科 金原 洋治 
            山口県下関市生野町2‐28‐20 

             083‐２52‐2112 

            HPURL http://members.jcom.ne.jp/28149681//               

編集後記編集後記編集後記編集後記        
  お出かけに好い季節になりました。 

先日、町内の子ども達と巌流島へ行ってきました。 

意外に小さくて平坦だったのに驚きました。今年は山口国体も

あり、県内の観光スポットが沢山紹介してあります。市内外の

行ったことのない所を、家族や友達と巡ってみたいものです。 

モモ、クリさんねん 

            

夜間急病診療所夜間急病診療所夜間急病診療所夜間急病診療所のごのごのごのご案内案内案内案内    

夜間の急病時には夜間急病診療所をご利用下さい。 

場 所  下関市大学町２丁目（市大近く） 

診療時間 １９時～２３時 電話番号 ２52-３７８９ 

 ＊＊＊＊＊＊同時接種のおすすめ＊＊＊＊＊＊  

 

 今年の3月に乳児期のヒブや肺炎球菌ワクチン（プ

レベナー）などの同時接種後の子どもの死亡例が報告

されました。厚生労働省は、同時接種と死亡との因果

関係を検討し、関係はないと結論づけ、同時接種を再

開しています。 

しかし、今もなお、同時接種をためらったり個別接種

を選択したりする方が多いようです。 

 小児科医は、同時接種のほうが子どもにとって、は

るかに有益だと思い、自分の子や孫にも同時接種を

行っています。 

 

理由①同時接種後の死亡は、乳児に一定の頻度で起こ

る乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）や、もともと持っ

ていた病気によるものが原因であると考えられるか

ら。（同時接種と死亡例とは関係ないと思われま

す。） 

 

理由②髄膜炎は乳児期、しかも月例が低いほど発症し

やすいので早くワクチンを進める必要があるから。

（個別接種にすると接種時期が遅れるので髄膜炎発症

の危険性が高まるから。） 

 

理由③ロタウルスワクチン（平成23年11月ごろより

生後2ヶ月から接種可能になる経口生ワクチン）やＨ

Ｂワクチンの接種希望の方は、個別接種では、ワクチ

ン接種スケジュールの調整が困難になります。その結

果、接種が遅れる事になり、予防可能な病気にかかる

危険性が高まるから。 

栄養相談日栄養相談日栄養相談日栄養相談日    
 栄養士が担当します。子どもさんの栄養に関する

こと何でも相談してください。 

 時間 １４時～１６時 

10月12日(水)    11月  9日(水)    12月14日(水) 

10月19日(水)    11月16日(水)  12月21日(水) 

10月25日(火)    11月30日(水)    12月27日(火)   

お申し込みは受付までどうぞ。 

院長不在院長不在院長不在院長不在のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ  
 

学会、講演や会議のため下記のとおり不在です。 

 11月１日（火） 午後不在 代診の先生 

  11月14日（月） 終日不在 代診の先生 

 

年末年始年末年始年末年始年末年始のおのおのおのお休休休休みみみみ    
  12月29日（木）～1月3日（火） 

みかんちゃんのひとみかんちゃんのひとみかんちゃんのひとみかんちゃんのひと口口口口メモメモメモメモ    

＊みかんちゃんは金原家のミニチュアダックスフンドです。       

ときどき院長と一緒に出勤しています♪ 

    

おいしくたべようおいしくたべようおいしくたべようおいしくたべよう    

 
今回は栄養士の先生にさつま芋

の食べ方をうかがいました。 

 

実りの秋です。ホクホク美味しいさつま芋！ 

離乳食にも“おすそ分け”。さつま芋を少し大きく

切って、こんぶやいりこの天然だしでしっかり煮て取

り分けしましょう。 

 ５－６ヶ月は 茶こしで裏ごし（ペースト状） 

 ７－８ヶ月は スプーンでつぶし、 

 ９ヶ月からは 荒つぶし、又は持って食べられるな

    ら持たせてもOK！ 

８ヶ月頃からはみそ味も喜びます。 

喉が敏感で飲み込みにくい赤ちゃんは、遅くされても

いいですよ。 

 梨、柿、栗、きのこ類はいろんなものを食べるよう

になってから進めてくださいね。 

（栄養士：林 昌子） 

おすすめのおすすめのおすすめのおすすめの本本本本    
『『『『13131313歳歳歳歳までにまでにまでにまでに伝伝伝伝えたいえたいえたいえたい女女女女のののの子子子子のののの心心心心とととと体体体体のことのことのことのこと』』』』    

    ～～～～大切大切大切大切なおなおなおなお嬢嬢嬢嬢さんのためにさんのためにさんのためにさんのために～～～～    

  やまがたてるえ[著] 

 

生理はなぜあるのでしょう？ 

それは「命のバトンをつなぐた

め」 

なぜ命が大切なのか、なぜ体を

大切にしたほうがいいのか、 

どうやって大切にするの

か・・・成長していく体のこ

と、心のことを小学生にも読み

やすいようにマンガを使って紹

介してあります。大人には聞きづらくて悩んでいるお

子さんや、逆に聞かれて答え方に迷うおかあさんには

特におすすめです。 

6年生のあゆみちゃんとハピウサちゃんと一緒に「命

と性のつながり」を考えてみましょう。 


